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被として登場したヨーロッパ経済共同体 European Economic Community 



































社， 1963年 3月 ;Pγoblemedes 1nodernen Kapitalω刑制州ddie Aγ'beiterklasse， 











( i ) 戦後固定資本投資の増加による生産力の発展と市場領域の狭さとの衝突， (ii) 
戦後産業構造の変化 重化学工業化と先進工業国間の貿易の増大ー， (iii) ヨーロヲ
パにおける資本の国際的な問、らみ合し、J， (iv) 戦後経済成長による西ヨーロヅパ、
νーェγ 「帝国主義論Je経済統合政策 (161) 23 






























































4) K マルクス，長谷部文雄訳「資本論」第2巷(第1部下冊)，青木書后， 1159買。






















5) レ エゾは 「超帝国主義J.rヨ←ロツハ合衆国」に関連してJ 次のような用語も用いている。
たとえば.r国際的に統合された金融資本Hν ニン全集」第四巻， 114頁 341買;r全世界的
独占」第四巻. 114頁. 314頁超帝国主議的な世界的統合」第22巻 118買国際帝国
主義的あるいは超帝国主義的同盟」第22巻， 342頁j 等々 D
6) 向上第21巻 350-352.354頁審問。
7) 向上. 354頁。






























11) 同1-:.354頁白 「帝国主義論」の中でもK. -Tウツキー を批判して同様の論理を展開している。


























13) たとえば， R ヒルファ ヂ 4ングを援用Lながら次のように述ぺている。 r帝国主義は金目k
資本と独占体の時代であるが， それらは』 自由への志向ではなし いたるところじ支配への志
向をもちこむ。あらゆる政情制度のもとでのあらゆる方閣の反動の，この分野での諸矛盾の激イじ


























の破壊ー が特に融化ヲる。J (同上l 第22巻 344頁〕また「帝国主義と社会主義の分裂」の
巾では寄生性のあらわれとして経商的寄生の諸側圃とあわせてj 政治的反動のあらゆる分野にわ
たる強化をあげている(向上1 第 23巻， 113頁)。
11) 同上， 313-314買。




























ちj 発展の方向が rtこだ一つの世界トラストの方向」にむかっているということは， EECとい
うトラストよりも高度伝形態と複雑伝内容をもった「経揖統合」におし、て実現しているし， r:超帝ニ
国主義」の成立が不可能であることは， EEC内部における鋭い対立と闘争とがこれを証明して















































































































20) たとえば!狭間源三教授は，次のようにし、われる。 r第二次大崎挫のブロッグ化←一一ヨ-p >y-
パ共同市場 (EEC)に端的にあらわれた はI 反共の点で周 であるが，彼惜した檀教の帝
国主義の提携であり 経済統合である止し、う点で， 戦前のそれとことなっている。」ぞのような
相違の根源は教授によれば次の点である。 i) 戦前のプロッグの対象であった植民地制度の崩壊p




































る。J (rレー ヱソ全集」第22巻 302買)





























24) l/ ー ユンは「帝国主義論」の中で再舟習l闘争における私的独占体と国家独占との耕みあいの意
義壱ドイツの石油専売をめぐる「石油喜劇」を例をして説明している。そこでは帝国主義段階で
の国家の再分割闘争への干渉の意義が正し〈評価されている。今日の問題はz レー ユシの段階よ























































































































































レーユン「帝国主義論」と経済統合政策 (179) 41 
が与えられるべきであるというととであるへだから経済統合政策の分析研究
は，その政策体系自体の分析にとどまる己となく，西己ーロッパ資本主義の国
別の分析をふまえて，その上で経済統合政策の性格とその内包する矛盾が論ぜ
られるベきである。
市場分割協定の形態はその時々の階級的対抗関係と資本の世界的集積の程度
によって変化する。したがってこれまでみたような基本視角の kにその構造の
変化，政策体系の変化が実証的に分析され，それによってはじめて経済統合政
策の諸機能と市場分割協定の内実がより具体的に理論的に把握しうることとな
る。
27) だから私は経済統合政策即市場分割協定植民地分割協定であるといっ引、るのではない。植
民地市場独占を促進するための政策体系として把糧しているのである。私の生産力説に封ずる
論点もこのような視角から出ているのであって，生産力説的論者が経済統合政策の下で促進され
る過程を正しく把握していなし、点に対する批判として与えられている。
